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一般会計補正予算（第7号・第8号）

病院事業会計補正予算（第４号）

全て
原案可決

原案可決

議会だより No.200　2

本会議の状況

○管理運営費（3,011万 6千円追加）	
　社会福祉会館のエレベーターを更新するため、建築確認申請などに係る手数料、改修工事費を追加す
るもの。

○母子保健事業費（1,033万 1千円追加） 
　申請件数の増加に伴い、未熟児養育医療給付金を追加するもの。

○観光地管理費（230万円追加）	
　牛の滝の遊歩道において、倒木が発生し、手すりの一部が破損したため修繕料を、倒木撤去費用に観
光地維持管理委託料を追加するもの。

○負担金等（29万 2千円追加）★	
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、修学旅行キャンセル料等への補助を追加するもの。

○体育施設営繕費（1,520万円追加）	
　音羽運動公園管理棟トイレの故障による修繕料、市野球場北側防球ネットを更新する
ため、市野球場防球ネット改修工事費を追加するもの。

○子育て世帯臨時特別給付金給付事業費（30億 7,030 万 6千円追加）★	
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた子育て世帯の生活を応援するため、対象児
童１人につき 10 万円を支給する臨時特別給付金のほか、臨時特別給付金システム構築委託料などを追
加するもの。

○新型コロナウイルスワクチン接種事業費（6億 9,255 万 3千円追加）★	
　新型コロナウイルスワクチンを追加接種するための接種体制確保及び接種対策に係る経費
として、かかりつけ医などの医療機関で行う個別接種及び特設会場で行う集団接種を実施す
るための予防接種等委託などの委託料、集団接種の会場等借上料などを追加するもの。

○医業費用　経費（962万 5千円追加）★	
　新型コロナウイルス感染症患者の受入体制強化のため、西５病棟の病室を陰
圧化する経費を追加するもの。

○建設改良費　資産購入費（1,698万 3千円追加）	
　４年度から実施を予定している心臓血管外科手術に係る器械備品を購入する
ため、資産購入費を追加するもの。

令和3年
12月定例会

１２月定例会は、１１月３０日から１２月１６日までの１７日間を会
期として開かれました。令和３年度一般会計補正予算をはじめとした
１６議案のほか、同意２件、報告１件、諮問１件が提出されました。
そのほか、請願２件が審議されました。また、１４人が一般質問を行
いました。

※議案審議の内容は抜粋したものです。詳しくは、議決状況の一覧またはホームページをご覧ください。 
　（右のＱＲコードよりアクセスできます。通信料は利用者負担です。）

★：新型コロナウイルス感染症対策に関する事業



条例の一部改正 全て
原案可決

3　議会だより No.200

○部設置条例の一部改正	
　行政運営の適正な執行を図るため、企画部防災対策課を市長直轄組織である「危機管理課」とするとと
もに、上下水道部の経営部門の統合及び下水道事業への地方公営企業法の全部適用に伴い、上下水道部を
削除するもの。

○手数料条例の一部改正	
　住宅の品質確保の促進等に関する法律及び長期優良住宅の普及の促進に関する法律の一部改正に伴い、
長期優良住宅建築等計画認定申請手数料等の区分を見直すとともに、所要の規定の整備を行うもの。

○国民健康保険条例の一部改正	
　健康保険法施行令の一部改正を踏まえ、出産育児一時金の額を引き上げるもの。

○公共駐車場条例の一部改正	
　公共駐車場の適正な管理のため、駐車場を利用できる期間の上限を定めるととも
に、愛知御津駅前公共駐車場に第２駐車場を設けることに伴い、使用料等を定め、
併せて西小坂井駅前公共駐車場の使用料を見直すもの。

○諏訪公共駐車場条例の一部改正	
　諏訪公共駐車場の適正な管理のため、駐車場を利用できる期間の上限を定めるもの。

条例の制定
原案可決

○下水道事業に係る水道事業との組織統合及び地方公営企業法の規定の全部の適用に伴う	
　関係条例の整備に関する条例の制定	
　水道事業と下水道事業における経営基盤の強化を図るため組織を統合するとともに、下水道事業に地方
公営企業法の規定の全部を適用することに伴い、所要の措置を講ずるとともに、字句の整理等を行うため、
関係条例の整備を行うもの。

契約案件
原案可決

○市庭球場整備工事その２請負契約の締結	
　市プール跡地に整備する市庭球場の整備工事の請負契約を締結するもの。 
　契約価格　１億４，２５３万８千円

その他 全て
原案可決

○福祉部が所管する公の施設に係る指定管理者の指定	
　「東部地域福祉センター」をはじめとする７施設の管理に関し、４年４月１日からの指定管理者を指定
するもの。

○東三河広域連合規約の変更	
　４年度から新たに山村都市交流拠点施設の整備に関する事務を実施するため、規約を変更するもの。

本会議の状況
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本会議の状況

第75号議案

請願第３号

請願第4号

令和３年度一般会計補正予算（第７号）

コロナ禍による米価下落の対策を求める請願

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成の
創設を求める請願

【請願者】農民運動愛知県連合会　会長　伊藤　政志

【請願者】新日本婦人の会　豊川支部　三谷　トミ

反
対

反
対

反
対

賛
成

賛
成

趣
旨

採
択

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
活
用

し
た
健
康
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

改
修
に
賛
成
で
き
な
い

国
の
動
き
な
ど
を
見
定
め
る

段
階
で
あ
り
、
請
願
に
反
対

作
付
面
積
が
減
少
し
て
い
な
い

こ
と
も
米
価
下
落
の
要
因
で
、

請
願
に
反
対

必
要
と
さ
れ
る
施
策
に
対

し
て
、
幅
広
く
適
切
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る

米
価
安
定
等
の
対
策
は
重
要
だ
が
、

国
等
の
対
応
状
況
を
踏
ま
え
、

趣
旨
採
択

補
聴
器
使
用
は
認
知
症
予
防

に
有
効
と
考
え
ら
れ
、
請
願

に
賛
成

　

健
康
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
と
、

そ
の
財
源
と
し
て
情
報
標
準
化
整
備
事
業
国

庫
補
助
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
活
用
す
る
国
の
デ
ジ
タ

ル
改
革
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
国

民
を
番
号
で
管
理
し
、
あ
ら
ゆ
る
個
人
情
報

を
ひ
も
付
け
て
一
元
管
理
す
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
や
、
自
治
体
に
個
人
情
報
を
守
る

責
任
を
放
棄
さ
せ
、
本
人
の
同
意
な
く
目
的

外
に
流
用
し
、
企
業
の
儲
け
の
た
め
に
外
部

提
供
す
る
デ
ジ
タ
ル
改
革
に
は
強
く
反
対
し

て
い
る
。
よ
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を

活
用
し
た
本
事
業
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　

米
価
下
落
の
要
因
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
け
で
な
く
、

消
費
量
が
減
り
、
超
過
作
付
が
続
い
て
い
る
こ
と

も
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
米
価
下
落
の
立
て
直
し

に
は
、
飽
和
状
態
の
ブ
ラ
ン
ド
米
競
争
を
見
直

し
、
飼
料
用
・
加
工
用
と
均
衡
の
取
れ
た
稲
作
へ

の
転
換
も
必
要
で
、
米
を
大
量
に
買
い
入
れ
て
全

て
を
保
護
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍

等
に
よ
る
生
活
困
難
者
な
ど
に
は
現
金
の
方
が
助

か
る
と
考
え
る
。

　

難
聴
が
認
知
症
の
リ
ス
ク
に
な
り
得
る
こ

と
は
国
も
認
め
て
い
る
が
、
補
聴
器
の
導
入

に
よ
る
認
知
症
の
予
防
効
果
は
未
解
明
な
部

分
が
多
く
、
そ
の
関
係
性
に
エ
ビ
デ
ン
ス
が

確
認
さ
れ
れ
ば
、
国
の
全
国
一
律
の
公
的
助

成
が
期
待
さ
れ
る
。
現
時
点
で
は
、
国
の
研

究
や
公
的
助
成
制
度
創
設
の
動
き
を
見
定
め

て
い
く
段
階
と
考
え
る
。

【
請
願
の
要
旨
】

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
の
需
要
減
少
で
、
過
大
な
流
通

在
庫
が
発
生
し
、
市
場
価
格
は
大
暴
落
し
ま
し
た
。
こ

の
過
剰
在
庫
分
は
政
府
が
緊
急
に
買
い
入
れ
、
国
内
需

要
に
は
必
要
な
い
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入
数
量

を
調
整
す
る
な
ど
、
国
内
産
米
を
優
先
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
買
い
入
れ
た
米
を
政
府
の
責
任
で
困

窮
す
る
国
民
に
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
危
機
的
事
態
の
中
、
農
業
者
の

経
営
と
地
域
経
済
を
守
る
た
め
、
従
来
の
政
策
的
枠
組

み
に
と
ら
わ
れ
な
い
対
策
が
求
め
ら
れ
、
政
府
関
係
機

関
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

【
請
願
の
要
旨
】

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
加
齢
性
難
聴
者
が
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
補
聴
器
は
、
認
知
の
低
下
を
防

ぎ
、
社
会
参
加
を
広
げ
る
た
め
の
必
需
品
で
す
。

し
か
し
、
補
聴
器
は
高
額
で
あ
り
、
保
険
適
用
が

な
く
、
全
額
個
人
負
担
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
加

齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
公
的
助
成

制
度
を
創
設
さ
れ
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関

連
す
る
事
業
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
事
業

で
必
要
な
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
等
の
備
品
購
入

や
、
修
学
旅
行
の
延
期
に
伴
う
キ
ャ
ン
セ
ル

料
の
保
護
者
負
担
を
補
助
し
、
市
民
生
活
に

与
え
る
影
響
に
配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
豊

川
北
部
保
育
園
改
築
事
業
の
進
捗
等
に
よ
る

保
育
協
会
補
助
金
の
増
額
や
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
活
用
し
た
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
健

診
情
報
の
連
携
に
向
け
た
健
康
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
の
改
修
な
ど
に
も
取
り
組
ま
れ
た
。
ま

た
、
公
共
工
事
の
施
工
時
期
の
平
準
化
を
図

る
た
め
、
４
年
度
に
施
工
す
る
修
繕
工
事
等

の
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
な
ど
、
必
要

性
を
考
慮
し
た
予
算
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

　

政
府
が
発
表
し
た
コ
ロ
ナ
影
響
緩
和
特
別
対
策

は
、
米
の
需
給
と
価
格
安
定
に
効
果
的
で
、
成
果

に
期
待
す
る
。
ま
た
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の

扱
い
は
、
国
際
協
定
に
基
づ
く
外
交
問
題
で
、
意

見
に
は
賛
同
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
安
定
し
た
農

業
経
営
に
は
支
援
が
欠
か
せ
ず
、
さ
ら
に
国
・
県

に
対
策
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
趣
旨

は
理
解
し
、
慎
重
に
取
り
扱
う
旨
の
趣
旨
採
択
が

適
当
で
あ
る
。

　

国
は
、
難
聴
は
認
知
症
の
危
険
因
子
で
あ

る
こ
と
に
基
づ
き
、
補
聴
器
に
よ
る
認
知
症

の
予
防
効
果
を
検
証
し
て
い
る
。
専
門
家
の

意
見
か
ら
も
、
予
防
に
有
効
で
あ
る
こ
と
は

十
分
考
え
ら
れ
る
が
、
補
聴
器
は
高
額
で
個

人
負
担
が
大
き
く
、
誰
も
が
使
え
る
も
の
に

な
っ
て
い
な
い
。
県
下
で
は
犬
山
市
、
設
楽

町
、
稲
沢
市
が
実
施
し
て
お
り
、
本
市
で
も

率
先
し
て
創
設
さ
れ
た
い
。

討 論
原案可決

趣旨採択

不採択
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本会議の状況

議決状況の一覧

■12月定例会 ○賛成 ×反対　 ※請願は、○は採択、△は趣旨採択、×は不採択です。
未来―とよかわ未来（19）　清廉―清廉の会（４）　公明―公明党市議団（3）共産―日本共産党豊川市議団（2）　無会派―1人会派（１）
※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。

議 案 名 会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未 来 清 廉 公 明 共 産 無会派

75　３年度一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ × ○ 可決

76　３年度公共駐車場事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

77　３年度水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

78　３年度病院事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

79　部設置条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ 可決

80　手数料条例の一部改正 ○ ○ ○ 棄権 ○ 可決

81　国民健康保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

82　公共駐車場条例の一部改正 ○ ○ ○ 棄権 ○ 可決

83　諏訪公共駐車場条例の一部改正 ○ ○ ○ 棄権 ○ 可決

84　下水道事業に係る水道事業との組織統合及び地方公営企業法の規定
　　の全部の適用に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 ○ ○ ○ × ○ 可決

85　福祉部が所管する公の施設に係る指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

86　市道路線の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

87　市道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

88　市庭球場整備工事その２請負契約の締結 ○ ○ ○ × ○ 可決

89　東三河広域連合規約の変更 ○ ○× ○ × ○ 可決

90　３年度一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

請願３　コロナ禍による米価下落の対策を求める請願 △ △×
棄権 △ △ △ 趣旨採択

請願４　加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成の創設を求める請願 × × × ○ × 不採択

同意８　一宮財産区の財産区管理委員の選任同意 ○ ○ ○ ○ ○ 同意

同意９　一宮財産区の財産区管理委員の選任同意 ○ ○ ○ ○ ○ 同意

報告 17　損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告 ― ― ― ― ― 報告

諮問２　人権擁護委員候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ 異議ない

報告17については、報告のみで採決はありません。
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【
問
】
児
童
発
達
支
援
と

し
て
求
め
ら
れ
る
内
容
は
。

【
答
】
本
人
支
援
、
家
族

支
援
、
地
域
支
援
の
総
合

的
な
提
供
。

【
問
】
発
達
支
援
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
子
供
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の
考
え
方
は
。

【
答
】
保
育
所
な
ど
の
要

請
で
セ
ン
タ
ー
職
員
が
施

設
を
訪
問
し
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
や
対
応
へ
の
助
言
等

を
行
っ
て
い
る
。
４
年
度

か
ら
は
不
安
を
抱
え
る
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
対
し
、

定
期
的
な
訪
問
を
行
う
。

【
問
】
セ
ン
タ
ー
と
市
内

の
療
育
施
設
と
の
連
携
は
。

【
答
】
市
内
療
育
施
設
が

行
う
連
絡
会
議
に
担
当
者

も
参
加
し
、
情
報
共
有
と

連
携
を
図
っ
て
い
る
。

【
問
】
セ
ン
タ
ー
事
業
の

課
題
は
。

【
答
】
既
存
職
員
の
質
の

底
上
げ
と
専
門
職
の
確
保
。

【
問
】
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
の
移
行
に
お
け

る
今
後
の
方
向
性
は
。

【
答
】
相
談
セ
ン
タ
ー
利

用
者
や
市
内
事
業
所
の
要

望
な
ど
を
施
策
に
反
映
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　議員が、市の行政全般にわたって、執行機関に対して事務の執行状況や将来に対する方針などを質問することです。
　質問時間は、通常は議員１人当たり30分（答弁の時間を除く）ですが、12月定例会においては、９月定例会に引
き続き、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として20分に短縮して行いました。質問方式は、一括方式（質問回
数３回）または一問一答方式（質問回数無制限）で行っています。
　ここに掲載した一般質問の内容は抜粋したものですので、詳しくは、ホームペー
ジで公開するインターネット中継（録画）、会議録をご覧ください。

「豊川市における児童発達支援」

「感染症におけるワクチン接種」

「本市の道路安全政策」

「『多文化共生社会実現』に向けての取り組み」

「人・農地プラン実質化の推進」「豊川市公共施設等総合管理計画」

「不登校児童生徒の状況と今後の対応」

「豊川西部土地区画整理事業とその周辺地域のまちづくり」

「高齢者がいきいきと暮らせる本市の考え方」「（仮称）イオンモール豊川開業に伴う商業
活性化策」

「学校の部活動」

「コロナ禍の市民のいのちと暮らしを守る施策」「市民が使いやすい公共交通施策」

「地球温暖化、気候危機打開策」「中小業者、コロナ禍で困窮している世帯への支援策」

「公務における旅費」

「豊川市における人権教育・啓発に対する取り組み」

「子どもの貧困対策」

一 般 質 問
井 川 郁 恵

早 川 喬 俊

星 川 博 文

木 本 朗 善

太 田 直 人

加 藤 典 子

佐々木和美

奥 澤 和 行 

冨 田 　 潤

安 間 寛 子

佐 藤 郁 恵

倉 橋 英 樹

八 木 月 子

野 本 逸 郎

一 般 質 問 と は？

井

川

郁

恵

児
童
発
達
支
援
と
児
童
発
達

相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

議員ごとにインターネット中継（録画）
にアクセスできるQRコードを掲載して
います。
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【
問
】
直
近
３
年
間
の
外

国
人
市
民
の
人
口
は
。

【
答
】
４
月
１
日
現
在
値

で
、
平
成
31
年
は
６
３
８

７
人
、
２
年
は
６
８
４
９

人
、
３
年
は
６
９
２
１
人
。

３
年
の
市
民
総
人
口
に
占

め
る
割
合
は
、
約
3.8
％
。

【
問
】
外
国
人
市
民
の
町

内
会
へ
の
加
入
状
況
は
。

【
答
】
外
国
人
市
民
意
識

調
査
で
は
「
加
入
し
て
い

る
」
が
20
％
、「
加
入
し

て
い
な
い
」
が
67
・
３
％
。

【
問
】
外
国
人
市
民
の
地

域
活
動
へ
の
参
加
に
つ
い

て
、
町
内
会
の
考
え
は
。

【
答
】
外
国
人
市
民
が
多

く
居
住
す
る
地
域
で
は
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

市
の
サ
ポ
ー
ト
を
条
件
に

し
な
が
ら
も
８
割
近
く
が

前
向
き
な
一
方
、
消
極
的

な
町
内
会
も
一
定
数
あ
る
。

【
問
】
市
が
目
指
す
多
文

化
共
生
社
会
と
は
。

【
答
】
多
文
化
共
生
の
推

進
に
よ
り
、
全
市
民
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
、
一
人
一

人
が
地
域
社
会
の
担
い
手

と
し
て
、
個
人
の
能
力
を

発
揮
し
な
が
ら
活
動
に
参

加
し
、
活
躍
で
き
る
社
会
。

【
問
】
大
津
の
事
故
を
契

機
と
し
た
調
査
内
容
と
そ

の
結
果
に
基
づ
く
対
応
は
。

【
答
】
保
育
施
設
の
通
園

や
散
歩
等
の
経
路
で
対
策

が
必
要
な
42
カ
所
を
抽
出

し
、
全
て
防
護
柵
設
置
等

の
対
策
が
完
了
し
て
い
る
。

【
問
】
道
路
陥
没
の
原
因

と
な
る
空
洞
の
把
握
に
対

す
る
考
え
と
取
り
組
み
は
。

【
答
】
直
径
の
大
き
な
埋

設
管
が
あ
る
路
線
は
、
計

画
的
に
把
握
し
対
策
が
必

要
。
１
・
２
級
市
道
は
平

成
30
年
度
と
元
年
度
で
調

査
し
対
応
が
完
了
、
そ
の

他
市
道
は
本
年
度
か
ら
５

カ
年
で
調
査
を
行
う
。

【
問
】
損
傷
箇
所
の
市
民

か
ら
の
通
報
の
在
り
方
は
。

【
答
】
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
通
報
可
能
な
シ
ス
テ

ム
の
導
入
等
、
先
進
事
例

を
研
究
し
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
今
後
の
パ
ト
ロ
ー

ル
の
在
り
方
は
。

【
答
】
Ａ
Ｉ
解
析
等
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
情
報

整
理
の
効
率
化
を
検
証
中
。

来
年
度
中
を
め
ど
に
、
導

入
の
是
非
な
ど
を
検
討
・

整
理
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ

ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
つ
い
て
市
の
認
識
は
。

【
答
】
有
効
性
等
に
限
界

が
あ
る
が
、
基
本
的
な
感

染
対
策
の
継
続
や
運
用
等

の
工
夫
に
よ
り
、
状
況
に

応
じ
た
行
動
制
限
の
緩
和

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
。

【
問
】
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種

の
間
隔
に
つ
い
て
、
市
の

現
時
点
の
方
針
は
。

【
答
】
12
月
以
降
は
、
８

カ
月
以
上
の
間
隔
を
空
け

て
接
種
が
進
む
よ
う
、
順

次
接
種
券
を
発
送
予
定
。

【
問
】
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
、
ど

の
程
度
の
予
防
が
可
能
か
。

【
答
】
が
ん
全
体
の
50
～

70
％
を
占
め
る
２
種
類
の

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
や
、
が

ん
に
な
る
手
前
の
異
形
成

を
90
％
以
上
予
防
し
た
と

の
報
告
が
あ
る
。
性
交
渉

を
経
験
す
る
前
の
接
種
が

最
も
効
果
的
と
さ
れ
る
。

【
問
】
健
康
被
害
が
生
じ

た
場
合
の
救
済
制
度
は
。

【
答
】
因
果
関
係
を
国
の

審
査
会
で
審
議
し
、
厚
生

労
働
大
臣
が
認
定
し
た
時
、

市
が
一
定
の
給
付
を
行
う
。

木

本

朗

善

多
文
化
共
生
社
会
実
現
に

向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

一般質問

①ワクチン・検査パッケージ
　飲食店やイベント主催者等の事業者が、利用者
のワクチン接種歴または検査結果の陰性のいずれ
かを確認することにより、感染リスクを低減させ、緊
急事態宣言やまん延防止等重点措置等において
適応される行動制限を緩和する制度。
②ブースター接種
　ワクチン接種を終えた人の免疫を強
化し、持続させるための追加接種のこと。

③大津の事故
　元年５月に滋賀県大津市で発生した事故。
Ｔ字路内で直進車が右折車と接触後、その弾
みにより歩道内で信号待ちをしていた散歩中
の保育園児らをはね、園児２人が死亡、園児
１１人と保育士３人が重軽傷を負った。

①

②

③

早

川

喬

俊

感
染
症
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

星

川

博

文

道
路
の
交
通
安
全
対
策
と

維
持
管
理
に
つ
い
て
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一般質問

太

田

直

人

人
・
農
地
プ
ラ
ン
実
質
化
の

推
進
に
つ
い
て

④人・農地プラン実質化
　人・農地プランは、農業者が話し合いに基づ
き、地域農業における中心経営体などを明確化
し、市町村により公表するもの。話し合い等を
通じて、地図による現況把握を行った上で、中
心経営体への農地集約化に関する将来方針を作
成し、実質化を図る。
　本市では、４年１月末までに全地区での話し
合いが終了する予定。

⑤不登校
　病気や経済的理由を除く心理的要因等により、
児童生徒が登校しない、あるいはできない状況に
あること。文部科学省が毎年行う調査では、年度
間に３０日以上登校しなかった児童生徒を対象
としている。
　市の学校外での相談支援は、心理教育相談室

「ゆずりは」、適応指導教室「さくらんぼ」、少年愛
護センター、家庭児童相談室にて実施している。

⑥豊川西部土地区画
整理事業
　平成７年に愛知県よ
り認可を受けた事業で、
現在までに事業計画の
変更手続きを７回行っ
ている。施行区域は、平
尾町、八幡町、久保町、
白鳥町の各一部。

⑤

⑥

佐
々
木  

和
美

豊
川
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
と

そ
の
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

加

藤

典

子

不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

関
与
し
、
担
い
手
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
な
げ
た
い
。

ま
た
、
国
の
支
援
策
な
ど

と
連
携
し
、
新
規
就
農
者

の
確
保
に
つ
な
げ
た
い
。

【
問
】
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
改
訂
で
新
た

に
追
加
す
る
項
目
は
。

【
答
】
国
か
ら
新
た
に
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

に
係
る
方
針
等
が
示
さ
れ

た
た
め
、
方
針
だ
け
示
す

形
で
追
記
す
る
。

【
問
】
ト
イ
レ
の
環
境
整

備
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

【
答
】
長
寿
命
化
の
更
新

工
事
等
と
の
同
時
実
施
を

検
討
。
推
進
す
べ
き
案
件

と
捉
え
、
実
施
ま
で
に
長

い
時
間
が
見
込
ま
れ
る
場

合
、
施
設
利
用
者
の
意
見

等
に
配
慮
し
て
取
り
組
む
。

【
問
】
耕
作
放
棄
地
の
面

積
は
。

【
答
】
２
年
度
末
時
点
で

約
76
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

本
年
度
の
農
地
利
用
状
況

調
査
の
結
果
で
は
、
約
8.4

ヘ
ク
タ
ー
ル
増
と
な
っ
た
。

【
問
】
担
い
手
不
足
の
問

題
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。

【
答
】
農
業
委
員
等
が
農

地
集
約
化
の
個
別
事
案
に

づ
く
り
に
努
め
、
対
策
委

員
会
に
て
支
援
の
在
り
方

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】
教
育
委
員
会
で
の

今
後
の
対
応
は
。

【
答
】
心
理
面
・
福
祉
面

の
支
援
の
た
め
、
家
庭
環

境
へ
の
働
き
か
け
や
関
係

機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
な
ど
を
行
う
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
設
置
を
検
討
中
。

【
問
】
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
対
策
に
活
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
認
識
は
。

【
答
】
有
効
な
対
策
に
な

り
得
る
と
考
え
る
。
別
室

登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
授

業
配
信
に
よ
り
、
学
習
意

欲
の
継
続
が
期
待
で
き
、

家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
も
支
援
と
な
り
得
る
。

【
問
】
本
市
の
状
況
は
。

【
答
】
２
年
度
は
、
小
学

校
１
２
８
名
、
中
学
校
２

２
７
名
で
共
に
過
去
最
多
。

不
登
校
に
含
ま
れ
な
い
が
、

欠
席
が
10
～
29
日
の
子
は
、

小
学
校
で
約
１
７
０
名
、

中
学
校
で
約
１
６
０
名
。

【
問
】
学
校
で
の
対
応
は
。

【
答
】
担
任
一
人
に
任
せ

ず
組
織
で
対
応
す
る
体
制

【
問
】
６
号
公
園
の
今
後

の
整
備
予
定
は
。

【
答
】
予
定
地
に
あ
る
市

指
定
史
跡
の
船
山
古
墳
を

生
か
し
た
史
跡
公
園
と
し

て
整
備
す
る
予
定
。
６
年

度
の
整
備
工
事
を
目
指
し
、

関
係
部
署
と
調
整
を
行
う
。

【
問
】
今
後
の
区
画
整
理

事
業
の
計
画
は
。

【
答
】
工
事
等
の
完
了
後
、

町
名
整
理
、
換
地
処
分
を

行
い
、
清
算
金
事
務
を
経

て
、
８
年
度
末
ま
で
に
事

業
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

【
問
】
国
府
駅
前
交
差
点

の
安
全
を
考
え
る
会
で
示

さ
れ
た
対
策
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
交
差
点
角
の
駐
車

場
の
地
権
者
の
協
力
を
得

て
、
一
角
を
無
償
で
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
、
児
童
が

信
号
待
ち
す
る
際
の
滞
留

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
。

【
問
】
市
道
大
池
線
の
今

後
の
見
通
し
は
。

【
答
】
道
路
用
地
の
確
保

に
つ
い
て
、
国
府
病
院
よ

り
一
定
の
協
力
姿
勢
が
示

さ
れ
た
た
め
、
９
月
補
正

で
測
量
費
等
を
確
保
し
、

道
路
線
形
の
検
討
と
併
せ

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

④

船山古墳
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【
問
】
高
齢
者
支
援
の
た

め
に
同
居
・
近
居
す
る
家

族
へ
の
助
成
金
の
状
況
は
。

【
答
】
同
居
・
近
居
の
推

進
は
、
高
齢
社
会
に
有
効

と
認
識
。
さ
ら
に
情
報
収

集
に
努
め
、
施
策
化
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】
高
齢
者
福
祉
の
今

後
の
方
向
性
は
。

【
答
】
行
政
だ
け
、
福
祉

分
野
だ
け
で
は
解
決
が
難

し
い
問
題
も
あ
る
た
め
、

様
々
な
分
野
と
連
携
し
て

施
策
の
幅
を
広
げ
、
介
護

が
必
要
に
な
っ
て
も
地
域

で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

【
問
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の

開
業
に
よ
る
中
小
事
業
者

へ
の
支
援
の
検
討
内
容
は
。

【
答
】
異
な
る
業
種
と
連

携
し
た
商
品
開
発
、
業
種

等
の
転
換
、
事
業
拡
大
な

ど
に
対
す
る
補
助
制
度
の

創
設
を
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
地
元
住
民
に
影
響

す
る
事
項
等
を
積
極
的
に

議
会
に
説
明
す
る
考
え
は
。

【
答
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
か

ら
情
報
が
提
供
さ
れ
次
第
、

政
策
課
題
調
査
特
別
委
員

会
で
説
明
す
る
。

⑦音羽線
　豊川市コミュニティバスの
基幹路線の一つ。グリーンヒ
ル音羽から市民病院までを
運行ルートとしている。

奥

澤

和

行

高
齢
者
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

本
市
の
考
え
方
に
つ
い
て

冨

田

　

潤

中
学
校
の
部
活
動
の
今
後
に

つ
い
て

安

間

寛

子

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

第
６
波
へ
の
備
え
は

一般質問

【
問
】
現
在
の
課
題
は
。

【
答
】
少
子
化
に
よ
る
部

員
数
や
教
員
数
の
減
少
、

顧
問
の
異
動
に
よ
る
指
導

の
継
続
性
の
ほ
か
、
教
員

の
働
き
方
改
革
と
の
両
立

な
ど
が
あ
る
。

【
問
】
教
員
の
働
き
方
改

革
と
の
両
立
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
と
課
題
は
。

【
答
】
外
部
指
導
者
を
配

置
し
、
負
担
軽
減
や
指
導

の
継
続
性
の
確
保
が
で
き

た
が
、
単
独
指
導
等
は
で

き
ず
、
人
材
不
足
も
課
題
。

【
問
】
今
後
の
部
活
動
に

必
要
な
取
り
組
み
は
。

【
答
】
文
科
省
は
、
５
年

度
か
ら
地
域
移
行
に
向
け

て
段
階
的
に
取
り
組
む
と

し
て
お
り
、
早
急
な
課
題
。

【
問
】
教
育
委
員
会
の
今

後
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
活
動
時
間
や
回
数

の
縮
減
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
。
地

域
移
行
は
、
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
等
の
仕
組
み
の
生
か
し

方
な
ど
課
題
が
多
い
。
学

校
教
育
課
だ
け
で
な
く
ス

ポ
ー
ツ
課
等
と
協
働
し
、

在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
キ

ッ
ト
を
保
育
園
や
学
校
に

常
備
す
る
な
ど
独
自
の
検

査
体
制
を
つ
く
る
考
え
は
。

【
答
】
考
え
は
な
い
。

【
問
】
骨
太
の
方
針
２
０

２
１
に
感
染
症
対
応
の
医

療
提
供
体
制
の
強
化
と
あ

る
が
、
病
床
確
保
の
具
体

化
の
状
況
は
。

【
答
】
第
５
波
の
時
点
で
、

県
の
要
請
を
受
け
、
市
民

病
院
の
コ
ロ
ナ
病
床
を
20

床
に
増
床
し
て
い
る
。

【
問
】
音
羽
線
が
３
年
10

月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
不
便

に
な
っ
た
と
の
声
が
あ
る

が
、
見
直
す
考
え
は
。

【
答
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
開

店
に
合
わ
せ
た
路
線
の
延

伸
が
決
定
し
ダ
イ
ヤ
改
正

す
る
際
は
、
様
々
な
意
見

を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
改

正
内
容
を
判
断
し
て
い
く
。

【
問
】
高
齢
者
交
通
料
金

助
成
事
業
の
対
象
を
70
歳

以
上
全
員
と
す
る
考
え
は
。

【
答
】
考
え
は
な
い
。

【
問
】
高
齢
者
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
を
行
う
考
え
は
。

【
答
】
移
動
支
援
策
の
検

討
は
し
て
い
る
が
、
現
時

点
で
予
定
は
な
い
。

⑦
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【
問
】
市
長
等
や
議
員
と

そ
の
他
の
職
員
で
出
張
旅

費
支
給
額
の
違
い
は
。

【
答
】
宿
泊
料
は
前
者
が

１
万
４
５
０
０
円
、
後
者

が
１
万
３
０
０
０
円
、
同

様
に
、
食
卓
料
は
２
８
０

０
円
、
２
２
０
０
円
、
旅

行
雑
費
は
１
７
０
０
円
、

１
３
０
０
円
。

【
問
】
議
員
の
行
政
視
察

に
お
け
る
宿
泊
代
・
夕
食

代
の
平
均
額
は
。

【
答
】
元
年
度
の
常
任
委

員
会
で
、
宿
泊
代
は
７
７

３
１
円
、
飲
み
物
代
を
含

む
夕
食
代
は
５
１
４
５
円
。

【
問
】
実
証
実
験
と
し
て

宿
泊
代
だ
け
で
も
実
費
負

担
と
す
る
考
え
は
。

【
答
】
旅
費
支
給
事
務
の

負
担
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、

実
証
実
験
を
行
う
考
え
は

な
い
。
国
や
他
の
自
治
体

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

【
問
】
宿
泊
料
の
額
を
国

に
準
拠
し
て
地
域
別
に
定

め
、
定
額
方
式
の
額
を
引

き
下
げ
る
こ
と
で
経
費
節

減
す
る
考
え
は
。

【
答
】
現
時
点
で
、
地
域

を
区
別
し
て
の
支
給
や
額

の
見
直
し
予
定
は
な
い
。

【
問
】
今
年
度
に
成
立
し

た
改
正
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
法
の
改
正
内
容
は
。

【
答
】
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
含

む
地
球
温
暖
化
対
策
の
基

本
理
念
の
規
定
を
追
加
し
、

実
現
に
向
け
、
地
方
公
共

団
体
実
行
計
画
制
度
を
拡

充
し
て
い
る
。

【
問
】
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
を
し
た
全
国
や

近
隣
市
の
状
況
、
ま
た
本

市
の
宣
言
の
考
え
は
。

【
答
】
３
年
10
月
末
現
在
、

全
国
で
は
約
３
割
の
自
治

体
が
、
県
内
で
は
14
自
治

体
が
宣
言
を
行
っ
て
い
る
。

近
隣
市
で
は
田
原
市
、
蒲

郡
市
、
豊
橋
市
が
宣
言
し

て
い
る
。
本
市
は
趣
旨
に

は
賛
同
す
る
が
、
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
持
っ

て
い
な
い
。

【
問
】
太
陽
光
パ
ネ
ル
設

置
促
進
の
考
え
方
は
。

【
答
】
住
宅
用
に
つ
い
て

は
、
蓄
電
池
等
と
の
一
体

的
導
入
の
費
用
を
一
部
補

助
し
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
へ
は
、
地
域
脱

炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
踏

ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

八

木

月

子

人
権
教
育
・
啓
発
に
対
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

一般質問

佐

藤

郁

恵

地
球
温
暖
化
、
気
候
危
機
打
開
策

に
つ
い
て

倉

橋

英

樹

公
務
に
お
け
る
旅
費
に
つ
い
て

⑧

【
問
】
拉
致
問
題
に
対
す

る
市
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
啓
発
週
間
を
知
ら

せ
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

を
実
施
。
職
員
に
は
、
国

の
啓
発
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
記
し
た
通
知
を
発
出
。

【
問
】
調
査
で
の
女
性
の

人
権
に
つ
い
て
の
結
果
は
。

【
答
】
人
権
上
の
問
題
で

は
、
出
産
な
ど
に
よ
り
仕

事
を
続
け
に
く
い
社
会
環

境
、
力
を
い
れ
る
べ
き
こ

と
で
は
、
男
女
が
仕
事
と

家
庭
を
両
立
で
き
る
環
境

の
整
備
と
の
回
答
が
多
い
。

【
問
】
性
犯
罪
や
性
暴
力

の
状
況
は
。

【
答
】
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
面
談
は
、

被
害
者
の
約
４
割
が
10
代

以
下
。
加
害
者
と
の
関
係

は
、
親
や
家
族
等
が
19
・

３
％
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
知
り

合
っ
た
人
が
11
・
４
％
。

【
問
】
市
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
相
談
や
被
害
者
等

の
安
全
確
保
な
ど
の
援
助

を
行
う
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に

向
け
、
検
討
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

⑧地域脱炭素ロードマップ
　国・地方脱炭素実現会議において取りま
とめられたもので、政府及び自治体の建築
物及び土地では、2030年には設置可能な
建築物等の約50％に太陽光発電設備が導入
され、2040年には100％導入されている
ことを目指すとされた。

⑨市長等や議員
　市長、副市長、教育長及び市議会議員の
こと。
⑩宿泊料
　夕食代、朝食代、宿泊料金及び宿泊に伴
う諸雑費（宿泊代）で、宿泊数に応じて支
給される。

⑪調査
　２年９月に実施した人権に関する市民意識
調査のこと。
　人権意識について日頃感じていることや、分
野別として、女性、子供、高
齢者等について、人権の問
題や人権を守るために力を
入れていくべきことなどに
ついての調査項目がある。

⑨⑩

⑪
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【
問
】
子
ど
も
食
堂
の
設

置
状
況
と
効
果
は
。

【
答
】
現
在
８
カ
所
で
開

設
さ
れ
、
食
事
の
提
供
に

と
ど
ま
ら
ず
、
居
場
所
づ

く
り
や
学
習
支
援
、
社
会

参
加
支
援
を
可
能
と
す
る

意
義
深
い
地
域
資
源
と
認

識
し
て
い
る
。

【
問
】
今
後
の
動
向
は
。

【
答
】
安
定
的
な
運
営
が

で
き
る
よ
う
、
補
助
制
度

に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を

行
い
、
早
期
に
予
算
化
を

目
指
し
た
い
。

【
問
】
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
実
態
把
握
は
。

【
答
】
家
族
の
ケ
ア
で
十

分
に
学
校
に
行
け
な
い
児

童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
県
で
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。

【
問
】
支
援
の
方
針
は
。

【
答
】
国
・
県
の
動
向
を

注
視
し
、
方
向
性
を
明
確

に
す
る
。

【
問
】
今
後
の
貧
困
対
策

の
取
り
組
み
方
針
は
。

【
答
】
子
ど
も
食
堂
や
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
新

し
い
支
援
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
子
ど
も
の
貧
困

対
策
を
着
実
に
進
め
る
。

野

本

逸

郎

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

一般質問

市議会を見るには
本会議については、インターネットでライブ中継及び録画中継を行っていますので、
ぜひご利用ください。

本会議の様子は、市役所ロビー
（本庁舎１階）のモニター中継
で見ることもできます。

※通信料は利用者負担です。

中継への
アクセスは
こちら

ここをクリック
してください。
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内
部
統
制
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

４年４月の導入により、事務の適正な執行を確保

社会の変化や市民ニーズに応じた見直しを実施

主な委員会の開催状況

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

11
月
15
日

12
月
13
日

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

　

組
織
機
構
改
革
に
お
け
る
基
本
的
な
方
向
性
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

組
織
機
構
改
革
に
お
け
る
基
本
的
な
方
向
性

内
部
統
制
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

【
問
】
４
年
度
と
５
年
度
の
２
年
を
か
け
て
実

施
す
る
理
由
は
。

【
答
】
時
代
の
潮
流
に
即
し
た
組
織
改
革
の
た

め
、
例
年
の
各
課
要
望
と
は
別
に
、
行
政

課
か
ら
見
直
し
案
を
提
案
す
る
こ
と
も
必

要
で
、
各
部
各
課
と
の
調
整
に
時
間
を
要

す
る
と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

【
問
】
情
報
シ
ス
テ
ム
課
か
ら
名
称
変
更
さ
れ

る
情
報
政
策
課
に
新
設
す
る
デ
ジ
タ
ル
行

政
推
進
係
の
役
割
は
。

【
答
】
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
係
る
総
合
調
整
や
推
進
、

各
課
の
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
向
け

た
取
り
組
み
の
全
体
調
整
を
担
う
。

【
問
】
水
道
業
務
課
と
下
水
管
理
課
を
統
合
し
、

経
営
課
が
新
設
さ
れ
る
が
、
上
下
水
道
の

会
計
を
統
合
す
る
見
通
し
は
。

【
答
】
現
時
点
で
は
、
経
営
課
に
て
各
会
計
の

事
務
を
進
め
る
も
の
と
考
え
る
。

【
問
】
４
年
度
の
喫
緊
の
課
題
と
は
、
具
体
的

に
ど
う
い
う
も
の
か
。

【
答
】
自
治
体
Ｄ
Ｘ
、
危
機
管
理
な
ど
を
指
す
。

【
問
】
財
務
に
関
す
る
事
務
を
制
度
の
対
象
事

務
に
位
置
付
け
る
理
由
は
。

【
答
】
地
方
自
治
法
の
中
で
必
ず
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
事
務
と
さ
れ
、
ま
た
、
リ
ス
ク

発
生
時
の
市
政
へ
の
影
響
が
大
き
い
た
め
。

【
問
】
市
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

【
答
】
住
民
の
福
祉
の
さ
ら
な
る
増
進
に
向
け
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
市
政
運
営
に
基
づ

い
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

と
考
え
る
。

【
問
】
評
価
報
告
書
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
以

外
の
外
部
評
価
を
受
け
る
考
え
は
。

【
答
】
市
の
内
部
統
制
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
専

門
的
な
視
点
か
ら
、
評
価
な
ど
に
係
る
指

導
や
助
言
を
求
め
る
こ
と
か
ら
検
討
し
て

い
く
。

【
問
】
制
度
の
導
入
は
、
監
査
委
員
に
よ
る
監

査
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
。

【
答
】
定
型
的
な
業
務
は
内
部
統
制
に
委
ね
、

監
査
委
員
は
よ
り
効
果
的
な
質
問
に
専
念

す
る
な
ど
、
監
査
の
実
効
性
を
高
め
、
機

能
強
化
が
期
待
で
き
る
。

◎ここでは、常任委員会で調査を行った事項について、主な質疑・答弁を掲載します。

委員会とは？
市政の事務は範囲が広く、内容も多岐にわたります。そのため、議員全員が参集する本会
議の下審査機関としての専門的・能率的な審査や、重要な事柄についての調査をするため
の会議です。豊川市議会には、「常任委員会」「特別委員会」「議会運営委員会」があります。

常 任 委 員 会　常設で以下の４委員会を設けています。議員はいずれか一つに所属し、部門別に、本会議から付託	
　　　　　　　　された議案の審査、所管する事項の陳情の審査、所管する事項等の調査などを行っています。

総 務 委 員 会	：企画部、総務部、消防本部、他の委員会の所管に属さない事項に関すること	
福 祉 委 員 会	：福祉部、子ども健康部、市民病院に関すること	
市民文教委員会	：市民部、教育委員会に関すること	
産業建設委員会	：産業環境部、建設部、都市整備部、上下水道部に関すること

特 別 委 員 会　常任委員会とは別に、市の重要な課題など特定の事柄について、専門的に審査や調査をする委員会で、	
　　　　　　　　政策課題調査特別委員会、予算特別委員会、決算特別委員会があります。

議会運営委員会　議会運営をスムーズに進めるために、審議する議案等の提出状況を把握するなど、議会運営の全般に
　　　　　　　　ついて協議し、意見調整を行う委員会です。

○
自
治
体
Ｄ
Ｘ
：
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
変
革
す
る
こ
と
。
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観
光
振
興
推
進
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

４年度からの観光振興施策推進に向け計画を策定

今後の教育への取り組みの方向性を示す計画を策定

主な委員会の開催状況

福
祉
委
員
会

市
民
文
教
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

12
月
13
日

12
月
14
日

12
月
14
日

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

　

小
坂
井
北
保
育
園
の
整
備
及
び
運
営
事
業
者
の

候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（
案
）

小
坂
井
北
保
育
園
の
整
備
及
び
運
営
事
業
者
の

候
補
者
の
選
定

観
光
振
興
推
進
計
画
（
案
）

【
問
】
民
営
化
後
も
安
定
的
に
運
営
可
能
か
。

【
答
】
選
定
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
清
源
会

は
、
美
園
こ
ど
も
園
な
ど
も
運
営
し
て
お

り
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
職

員
配
置
が
可
能
な
た
め
、
安
定
的
に
運
営

可
能
と
考
え
る
。

【
問
】
清
源
会
に
よ
る
園
運
営
は
、
保
護
者
に

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。

【
答
】
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
運

営
す
る
こ
と
で
、
保
育
所
入
所
要
件
が
な

く
て
も
３
歳
以
上
で
あ
れ
ば
受
け
入
れ
可

能
な
ほ
か
、
土
曜
日
の
受
け
入
れ
時
間
の

拡
大
や
、
看
護
師
や
栄
養
士
等
の
十
分
な

配
置
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
や
安
心
で
安
全
な
保
育
が
実
施

で
き
る
こ
と
。

【
問
】
紙
オ
ム
ツ
の
処
理
は
美
園
こ
ど
も
園
で

は
未
実
施
だ
が
、
保
護
者
の
持
ち
帰
り
に

戻
る
の
か
、
市
の
考
え
は
。

【
答
】
運
営
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ

る
た
め
義
務
付
け
は
考
え
て
い
な
い
が
、

で
き
る
か
ぎ
り
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し

な
い
よ
う
求
め
て
い
き
た
い
。

【
問
】
教
育
振
興
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
に
よ
る
傾
向
や
課
題
は
。

【
答
】
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
取
り
組
み
と
し

て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
、少
人
数
指
導

や
習
熟
度
別
学
習
な
ど
が
挙
が
っ
た
。コ

ロ
ナ
の
影
響
で
は
、学
習
保
障
や
学
校
行

事
、心
の
ケ
ア
な
ど
、多
方
面
で
不
安
に
感

じ
て
い
る
市
民
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

【
問
】
基
本
理
念
で
目
指
す
人
間
像
を
掲
げ
な

い
理
由
は
。

【
答
】
近
年
の
多
様
性
の
尊
重
が
求
め
ら
れ
る

社
会
情
勢
の
中
、
目
指
す
人
間
像
を
型
に

は
め
る
こ
と
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判
断

し
た
た
め
。

【
問
】
第
２
期
計
画
か
ら
の
変
更
点
な
ど
、
特

徴
的
な
こ
と
は
。

【
答
】
施
策
の
展
開
に
あ
た
っ
て
の
視
点
に
お

い
て
、
多
様
性
理
解
の
推
進
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
な
ど
の
積
極
的
な
活
用
、
非
常
時
へ

の
備
え
を
追
加
し
、

新
た
な
施
策
を
展

開
し
て
い
る
こ
と
。

【
問
】
年
間
観
光
入
込
客
数
の
目
標
値
を
８
年

に
８
０
０
万
人
と
し
た
理
由
は
。

【
答
】
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
２
年
は
５
４
０

万
６
千
人
と
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
元
年

の
７
６
１
万
人
に
戻
し
、
改
め
て
前
計
画

の
目
標
値
８
０
０
万
人
を
目
指
す
こ
と
と

し
た
も
の
。

【
問
】
本
宮
の
湯
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
は
ど

の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】
最
近
人
気
が
増
し
て
い
る
特
殊
サ
ウ
ナ

「
ロ
ウ
リ
ュ
」
の
導
入
の
ほ
か
、
露
天
風

呂
へ
の
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
や
壺
湯
の
新
設
な

ど
の
充
実
化
を
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】
民
間
主
催
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る

行
政
支
援
を
検
討
し
て
い
る
か
。

【
答
】
後
援
な
ど
に
よ
る
支
援
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
様
々
な
事
業
者
が
観
光
振
興
に

資
す
る
事
業
を
行
い
や
す
い
環
境
づ
く
り

や
、
話
題
性
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に

お
け
る
連
携
方
法
な
ど
、
必
要
な
行
政
支

援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

民営化による運営事業者の候補者を選定
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その他に開催された委員会

12月14日	 市民文教委員会	 図書館基本計画（案）

	 	 	 第２次人権教育・啓発に関する行動計画（案）

	 	 	 第１１次交通安全計画（案）

	 	 	 第２次とよかわ文化芸術創造プラン（案）

12月14日	 産業建設委員会	 汚水適正処理構想（案）

陳　　情

結果

結果

陳情第13号
〜第16号

陳情第17号

陳情第13号から陳情第15号は、常任委員会において、不採択と決定。
陳情第16号は、各派交渉会において、「聞きおく」と決定。

陳情第17号は、各派交渉会において、「聞きおく」と決定。

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情

ミャンマー国軍を経済的に支えるＯＤＡ（政府開発援助）や日本企業からの
出資など、その資金源を断つよう日本政府に働きかけ意見書を提出すること
を求める陳情

愛知自治体キャラバン実行委員会　代表者　森谷光夫

ミャンマーの人たちを支援する有志の会　代表代行　加藤康弘

議会だよりの有料広告を募集します！議会だよりの有料広告を募集します！

① ②

※　国や県に対して意見書の提出を求める陳情などは、申し合わせにより「聞きおく」とし、全議員にその写しを
配付します。「聞きおく」とされた陳情のうち、各会派が陳情内容により意見書や決議の発議が必要と判断し
た場合、定例会の中日の前日までに案を添えて議長に申し出ることになっています。

　　今期定例会において、申し出はありませんでした。

募 集 枠�
�

募 集 期 間

応 募 方 法�����
�
�

�そ の 他

２枠（年 4回発行　1枠：年 80,000 円）	
�（1枠１号：２0,000 円）

令和 4年 3月１日（火）～３１日（木）

令和 4年 3月１日から豊川市ホームページ
の「市議会ホームページ」に応募方法を掲
載します。申込書等をダウンロードし、必
要事項をご記入いただき、議会事務局へ
ご持参ください。また、議会事務局でも申
込書等を配布します。

申し込みが募集枠を超えた場合は、豊川
市議会だより広告取扱要領に定める順位
により、広告掲載者を決定します。詳細に
ついては、市議会ホームページ、または議
会事務局（0533-89-2150）までお問い
合わせください。
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議長
堀内重佳

■平成４年６月（第68号）
Ａ４判で８ページに。

■平成10年11月（第100号）
創刊から20年。

■平成２８年６月（第177号）
フルカラー化。

■令和４年２月（第200号）
創刊から４３年。

■昭和５３年５月（第１号）
創刊号は、タブロイド判で４ページ。

平成４年
・豊川宝飯衛生組合の清掃工場の
増改築が完了

平成10年
・市水道事業５０周年記念式典を
開催
・ゆうあいの里に心身障害児通園
施設等が完成

平成２８年
・中央図書館で電子図書館を開館
・第６次豊川市総合計画がスタート
・平和公園（仮）整備工事着工

昭和５３年
・市文化会館を開館
・アメリカ合衆国カリフォルニア州
キュパティーノ市と姉妹都市提携を
結ぶ

この間、ページ数の変更（最大
１６ページとする）などがありました。

　定例会での審議の状況や結果、一般質問の
内容など、より良いまちづくりに向けた市議
会の活動状況を市民の皆様にお伝えする「豊
川市議会だより」。
　昭和５３年５月に第１号、平成１０年１１
月には第１００号を発行し、このたび、２月
１日号で第２００号を迎えました。
　最近では、平成２７年６月発行の第１７３
号から、広報とよかわへの折り込みによる全
世帯への配付を開始し、また、平成２８年６
月発行の第１７７号から紙面をフルカラー化
して、より見やすくするための工夫を行って
きました。
　現在、議会だよりは、６月１日、８月１日、
１１月１日、２月１日の年４回発行していま
す。ぜひご覧ください。

２
０
０
号
の
発
行
に

あ
た
っ
て

議会だよりのあゆみ
主な市の出来事と振り返る主な市の出来事と振り返る

　

豊
川
市
議
会
だ
よ
り
は
、

昭
和
53
年
に
第
１
号
を
発
行
し
て
以
来
、
市
民
の
皆
様

に
議
会
の
活
動
を
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
広
報

紙
と
し
て
発
行
を
重
ね
、
43
年
の
歳
月
を
経
て
、
こ
の

た
び
２
０
０
号
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
本
市
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
化
し
、

市
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
情
報
発
信
も
普
及
し
て
き
て
い
ま
す
。
本
市

議
会
に
お
い
て
も
、
議
会
中
継
の
配
信
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

発
信
な
ど
に
よ
る
広
報
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
議
会
だ
よ
り
は
、
紙
面
に
よ
る
情

報
源
と
し
て
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
と
市
議
会
と
の

架
け
橋
と
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
豊
川
市
の
将
来
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

考
え
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
ま
す
。
議
会
だ

よ
り
が
そ
の
一
端
を
担
い
、
親
し
ま
れ
る
も
の
と
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

200号
だリン☆
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市議会の傍聴自粛について
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止及び傍聴され
る皆様の健康を守る観点から、当面の間、議会で開催され
る会議の傍聴は、できる限り控えてくださいますようお願
いいたします。
　なお、本会議については、インターネットでライブ中継
及び録画中継を行っていますので、ご利用ください。（11
ページにQRコードを掲載しています。）

議会だよりの議会だよりの
表紙写真募集表紙写真募集

令和4年 第1回定例会

　議会だよりの表紙に写真を掲載してみませんか。
　保育園・小中学校の行事や各種イベントなど、
市内で撮影された写真（未発表のものに限ります。）
を広く募集しています。
　なお、撮影された本人または対象物の所有者の
承諾が得られているものに限ります。
　また、お寄せいただいた写真は、表紙以外の箇
所に掲載させていただくことがあります。

【応募方法】
　題名、撮影場所、撮影年月日、住所、氏名、電話
番号を明記の上、議会事務局までお送りください。

（直接持ち込み可）
e-mail　gikai@city.toyokawa.lg.jp

発行／豊川市議会　編集／議会だより編集委員会　
お問い合わせ先／豊川市議会事務局　
〒４４２－８６０１　豊川市諏訪１丁目１番地　電話０５３３－８９－２１５０

豊川市のホームページで
「議会だより」がご覧になれます
豊川市議会だより 検索

財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へ。

会期日程予定
2月 22日 （火） 開会・議案説明 13時 30分 

3月 1日 （火） 代表・一般質問 10時 

3月 2日 （水） 一般質問 10時 

3月 4日 （金） 一般質問 10時 

3月 8日 （火） 議案付託・一部採決 13時 30分 

3月 10日 （木） 常任委員会（議案審査） 10時

3月 11日 （金） 常任委員会（議案審査） 10時

3月 15日 （火） 予算特別委員会 10時
3月 16日 （水） 予算特別委員会 10時
3月 17日 （木） 予算特別委員会 10時

3月 22日 （火） 予算特別委員会 10時

3月 24日 （木） 討論・採決・閉会 13時 30分 
 マークの日はライブ中継を配信しています。

日程は変更になることもありますので、詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

次回の
市議会

市議会の活動をより身近
に感じていただけるよう、
議長の公務の様子や本会
議、委員会の内容などを、
写 真を交えて発信してい
ます。

上のQRコードから
アクセスできます。
※通信料は利用者 

負担です。

スマートフォンなどへ、豊川市議会だより
を配信しています。
左のQRコードからアクセスできます。
※通信料は利用者負担です。

広告

豊川市議会公式Facebook豊川市議会公式Facebook


